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仕様が複雑で実装時に多様性が生じるHL７ver3に対して、
簡単な実装を重視して、規格策定が進んでいる
開発途上で、Release 4 → 5 → 6 とバージョンを
上げつつある。R4が、2024年当初時点での安定バージョン。

ＨＬ７ ver.2 ( 1980年代〜 ） ISO 27931
主として医療情報システム同⼠のオーダ（検査や処⽅な
どの指⽰情報）か数値検査結果の連携⼿順と連携データ

の規格

ＨＬ７ ver.3 ( 1995あたり〜）
特に医療⽂書データの標準 HL7 CDA

(Clinical Document Architecture)

医療全般の情報（画像やゲノム以外）をカバーして
多⽬的に利⽤できる「データ記述⽅法」の規格

医療⽂書データの標準(HL7CDA)は⽐較的使われている

ＨＬ７ FHIR

厚労省標準規格
HS012 臨床検査データ交換規約
HS016 放射線データ交換規約
HS022 処方データ交換規約
HS026 SS-MIX標準化ストレージ

厚労省標準規格（ＨＬ７CDAに準拠するもの）
HS007 患者診療情報提供書・電子診療データ提供書
HS008 診療情報提供書（電子紹介状）
HS032 HL7 CDAに基づく退院時サマリー規約

厚労省 電子処方箋 CDA 記述仕様
厚労省 健診・特定保健指導の電子的なデータ標準様式

準
拠

2023年度に厚生労働省標準に指定された。
いずれもFHIR R4.0.1に準拠している。

HS036 処方情報HL7FHIR記述仕様
HS037: 健康診断結果報告書HL7FHIR記述仕様
HS038: 診療情報提供書HL7FHIR記述仕様
HS039: 退院時サマリー HL7 FHIR記述仕様

準
拠

準
拠

FHIR ：Fast Healthcare Interoperability Resources
• ⽶国のHL7協会が開発した医療情報交換のための新しい標準仕様（規格）
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• 健康医療情報に関する「ひとつの事物や事象」の、「相互に関連の強
い情報」を「ひとまとまり」にして、リソースと名付けて、その単位で情
報をやりとりする。
• リソース：患者情報リソース、検査結果リソース、施設情報リソース、処方リクエ

ストリソース、人名リソース、受診リソース など。

• 異なるリソースを組み合わせてパッケージのように取り扱ってもよい。

• REST API(Application Programming Interface)の採用

• Webブラウザからサーバにアクセスして情報をやりとりする手順ですべての種
類のリソースに検索条件を指定してアクセスできる。

ＦＨＩＲの特長

リソースの場所（WebサイトのURL）/リソース パラメータ（取得したいデータの条件指定）

患者ID相当患者リソース たとえば履歴情報RESTで使⽤するURLの例

参考文献：

HL7 FHIR:新しい医療情報標準, 日本医療情報学会 (監修),丸善出版
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（参考）リソース • FHIRリポジトリ(FHIR準拠のデータ格納庫（データベース）)
に保存される、一定のデータ構造をもった医療情報のかたまりそのもの

Patient
（患者基本情報）
リソース

Observation
(検査)
リソース

HL7 FHIRに関する調査研究最終報告書より引⽤
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これまでの規格と何が違うのか

• FHIRが優れている理由
• 情報を使う側の実装容易性に強力にフォーカス：速く、簡単に実装できる

（複数の開発者がたった1日で簡単なインターフェイスを構築できた例もある）

• クイックスタートを可能とする多くの実装ソフトライブラリが準備されている

• 無料で無制限に使用可能なもののある

• Web技術標準の強力な基盤を使用できる

• 柔軟な仕様の拡張性：→緩やかな統制は必要

• 既存のHL7 v.2やHL7CDAとは相互互換があり、両方から発展的に活用できる

• RESTfulアーキテクチャ、メッセージとドキュメントを使用したシームレスな情報交

換で技術開発者にとって学習障壁が低い

誰でも参加しやすい、参入しやすい

HL7 FHIR ポータルサイト「2.17.1 Why FHIR is bettr」を引用し翻訳（https://www.hl7.org/fhir/summary.html）

既存のソフト資産も活用できる

Web標準＝医療特化技術からの脱却

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止

https://www.hl7.org/fhir/summary.html


JP-Core：FHIRを日本で使用する基盤となる仕様を策定・公表

https://jpfhir.jp/jpcoreV1/

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止



電子カルテ情報共有サービス（略称CLINS)
３文書６情報実装ガイドと仕様書

https://std.jpfhir.jp/
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FHIR ＋ コードの標準化

• FHIRは、情報のとりまとめ単位やまとめかたとを緩やかに決めてい
る。

• ネットワーク上のやりとりの方法はWebでポピュラーな方式を採用し
ている。

• 情報内の医療コンセプト（医薬品、病名、検査項目、症状所見、手術
術式・・・）の記述方法は決めていない

→ 既存の項目コードや分類コードが必須

であることに変わりはない
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FHIRならではの魅力

1. FHIRリソースの参照利用によるエコシステムが実現できる。

2. FHIRリソースの定義をFHIRリソースで記述できる。

3. FHIRリソースの定義に準拠したFHIRインスタンスの検証ができる。

4. リソースの拡張、派生、新規定義ができる。

5. FHIRリソースのままでREST APIで入出力できる。

6. 概念の階層化記述とコード化記述をFHIRリソースで記述できる。

7. 概念とコードをREST APIで検索できる。
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FHIR Data Types
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魅力1：FHIRリソースの参照利用によるエコシステム
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FHIRリソースの参照利用によるエコシステム
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魅力2： FHIRリソースの定義をFHIRリソースで記述

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止

StructureDefinitionリソースは、構造（データ要素定義のセットと、そ
れらに関連する使⽤規則）を記述します。これらの構造定義は、FHIR仕
様⾃体で定義されているコンテンツ（リソース、データ型、基盤となる
インフラストラクチャ型）を記述するだけでなく、実装においてこれら
の構造がどのように使⽤されるかを記述するためにも使⽤されます。こ
れにより、構造定義は構造定義リポジトリを通じて共有・公開され、相
互に⽐較され、コード、レポート、UI⽣成の基盤として利⽤できるよう
になります。

仕様⾃体の⼀部として、すべてのリソースとデータ型の 構造定義の完全
なセットが公開されている

StructureDefinitionリソース

https://hl7.org/fhir/downloads.html
https://hl7.org/fhir/downloads.html


魅力3： FHIRリソースの定義に準拠したFHIR
インスタンスの検証ができる。
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魅力4：リソースの派生定義
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魅力4：リソースの拡張定義例



魅力5： FHIRリソースのままでREST APIで入出力
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リソースの場所（WebサイトのURL）/リソース パラメータ（取得したいデータの条件指定）

患者ID相当患者リソース たとえば履歴情報RESTで使⽤するURLの例

Observation（検査結果・観察結果等）のサーチパラメータの例



マルチテナント対応
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FHIR REST APIに対応したFHIRサーバソフトウエア



検査項目コードFHIR記述例（電子カルテ情報共有サービス）

Copyright(C) by Kazuhiko Ohe

魅力6：概念の階層化記述とコード化記述をFHIRリソースで記述



CodeSystem
（HOT9コード全件）

url : http://jpfhir.jp/hot9_cs

100345101 ネルボン錠５ｍｇ
100346801 ニトラゼパム錠５ｍｇ

：：：

HOT9 CodeSystemには
全種類の医薬品のコードが

収載されている。

ValueSet（麻酔薬）
url : http://jpfhir.jp/ane_hot9_vs

麻酔用医薬品だけを抽出する
操作フィルターの記述

ValueSet（注射薬）
url : http://jpfhir.jp/inj_hot9_vs

注射用医薬品であるような属性をもつコードだ
けを抽出する操作フィルターの記述

ValueSet（降圧薬）
url : http://jpfhir.jp/antiHT_hot9_vs

降圧薬のコードだけを全件列挙

ValueSetは、特定のCodeSystemのリソースから、ある使⽤⽬的や利⽤場⾯に合わせて必要なコード
だけを抜粋する⽅法を定義したリソースであり、同時にその定義を実⾏すればコードのサブセットと
しても機能する。元となるCodeSystemは複数指定できるので、複数のCodeSystemから必要なコー
ドを寄せ集めることもできる。

CodeSystemリソースとValueSetリソース

Copyright(c)2025  Kazuhiko Ohe、NeXEHRS勉強会



CodeSystemリソース 識別・管理情報（CodeSystemのメタ情報)

同⼀コード表におけるバージョン情報

サブセットを⽣成するために使⽤可能な
フィルタオペレータ

コンセプトに附帯する属性属性を使う場合に
その属性ごとの定義（仕様）情報

コード表に別のコード表追記するための情報

コード表を全世界で⼀意に識別するための識別⼦

コード表が階層関係のあるコードを定義する
かどうか(true/false)

Copyright(c)2025  Kazuhiko Ohe、NeXEHRS勉強会



CodeSystemリソース

コンセプトコード

表⽰名

呼称

プロパティー
（属性値）

conceptの情報
conceptのプロパティー情報

conceptの⼊れ⼦構造
Copyright(c)2025  Kazuhiko Ohe、NeXEHRS勉強会



CodeSystemリソースのJSON形式でのサンプル（冒頭部分）

CodeSystem識別子
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Concept（医薬品）とプロパティ記述 コンセプトに附帯する属性属性を使う場合に
その属性ごとの定義（仕様）情報

conceptの
プロパティー情報
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レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

レベル3

レベル2

意味的な関係ではない
グループ関係
意味的に親⼦関係
（親概念のすべてのプロパティ
が⼦概念にも適⽤可能）

構成的に全体-部分関係
分類関係
（全概念がどれかの親に所属）

階層関係のあるコンセプトを記述する⽅法
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CodeSystemとValueSet

コード表の全体

虚⾎性⼼疾患症例データベースを
創るときに必要な疾患コード表

肝臓がん死因データベースを
創るときに必要な疾患コード表

ValueSet

ValueSet

CodeSystem

Copyright(c)2025  Kazuhiko Ohe、NeXEHRS勉強会



ValueSetの定義の方法

①外延的記述：CodeSystemを指定して
そこから個々のコードをすべて列挙する。または
CodeSystem全体をとりこむ。

②内包的記述： CodeSystemを指定して、抽出条
件を記述してそれを実⾏することで抽出する。

①において、CodeSystemを指定する代わりに、別
のValueSetを指定することもできる。この場合、
ValueSetを丸ごと取り込むことになる。

Copyright(c)2025  Kazuhiko Ohe、NeXEHRS勉強会



CodeSystemのオペレータ（主なもの）

URL: [base]/CodeSystem/$validate-code

URL: [base]/CodeSystem/$lookup

主要なパラメータ：url, code, display, version
urlで与えられたCodeSystemにcode displayの組み合わせがCodeSystemに存
在するかを検証する。

主要なパラメータ：system, code, version
systemで与えられたCodeSystemのcode を検索しdisplayを返す。

URL: [base]/CodeSystem/$subsumes
主要なパラメータ：system, codeA, codeB
systemで与えられたCodeSystemのcodeAとcodeBが親⼦関係にあるかを検
証する。

URL: [base]/CodeSystem/$find-matches

主要なパラメータ：system, property, exact
systemで与えられたCodeSystemから、propertyで与えられた属性を持つ
コードを検索する。

Copyright(c)2025  Kazuhiko Ohe、NeXEHRS勉強会

魅力7：概念とコードをREST APIで検索できる。



terminologyリソースを格納しオペレーションを実
行するサーバ：FHIR Terminology Server

• FHIRリソースサーバ：

JSON言語またはXML言語で記述されたFHIR リソースをREST API

（Representational State Transfer API ）POSTメソッドで投入すると

保存する。GETメソッドでSearchできる。

• Terminology関連リソースのオペレーションが実装されている。

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止



ConceptMapリソース

例）ラボナール注射用0.3g
1115400X1027(YJコード)  → チオペン

タール N01AF03(ATCコード)

CodeSystemリソース

concept = { コード, 表記, 定義 }
:

例：個別医薬品コードマスター

ValueSetリソース

例： 「個別医薬品コードマス
ター」からの「麻酔薬コードセット」

Terminologyリソース 

Terminologyサーバー

多数のCodeSystem
ValueSet、ConceptMap

などのリソースを格納した
FHIRリソースサーバ

Web REST APIに準拠して各リソースを
検索することができるため、CodeSystemを
指定して特定のcodeが存在するか、特定の表

記のconceptのcodeの検索などができる。

検索例）
ServerURL/CodeSystem?concept.display="ラボ
ナール注射用0.3g"

Trerminologyサービス 

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引⽤禁⽌



FHIR ValidatorでのTerminology Serverの使用

google翻訳

Terminology Server

Alternate Terminology Servers

java -jar validator_cli.jar c:\temp\patient.xml -version 3.0 -tx n/a

-tx-routing

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止



• MEDIS-DC等で提供されている代表的な厚労省コードマスターを、
定期的に取得し、⾃動FHIR変換により必要なフィールドを整形し
て、FHIR仕様に準拠したCodeSystemリソースのJSON形式データ
を作成する。
⽤意されたFHIRサーバにPOSTメソッドで登録して、ターミノロ
ジーサーバとして多⽬的に活⽤できることを⽬的とする。

標準コードマスター
⾃動FHIR化システム

FHIRサーバ
（ターミノロジー
サーバ）

①定期的に
厚労省マスターを取得

③POSTメソッドで
⾃動登録

標準コードマスタの最新デー
タをFHIR仕様のRest APIでア
クセスして各種システムから
利⽤できるサービスを実現す
る（24年度内サービス提供）

MEDIS-DC
Webサイト

厚生労働省標準規格のコードマスターの自動FHIR化システムの構築

②必要な列データを整形し
FHIR準拠のCodeSystem
リソースを作成。
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SS-MIX2
標準化
storage

SS-MIX2
拡張

storage

SS-MIX2
標準化

変換出⼒
電カル

システム

コード変換
呼び出し

FHIR
アダプタ

（各社開発中）
FHIRターミノロジーサーバ

1) CodeSystem :  標準コードマスター
ローカルコード表

2) ConceptMap:  
２つのコードシステム間の対応表

3) 標準コード化変換エンジン

標準コードバリデーション
標準コード⾃動変換

メンテナンス
（学会、プロジェクトチーム、MEDIS）

FHIR Terminology Serverを使った
コードの標準化変換とValidation計画

最新版標準マスターの
⾃動アップロード

国内実装⽤のターミノロジーサーバーの公開

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止



TerminologyServerの階層化による
公共コードリソースサービス構想

FHIR
ROOT ターミノロジー

サーバ

FHIR
地域／拠点

ターミノロジー
サーバ

FHIR
地域／拠点

ターミノロジー
サーバ

FHIR
地域／拠点

ターミノロジー
サーバ

FHIR
施設固有

ターミノロジー
サーバ

FHIR
施設固有

ターミノロジー
サーバ
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FHIRを全面的に活用した
2つの研究開発プロジェクトの紹介
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内閣府戦略的イノーベーション創造プログラム第３期
SIP3- D1 プロジェクト(研究代表者：河添悦昌＠東⼤病院)



厚労省医療DX
（３⽂書5情報）CT/MR報告書

内視鏡/病理報告書

⼼エコー
検査報告書

⼼電図
検査結果

循環器検査報告書

⼼臓カテーテル
検査報告書院内がん登録データ

CDA-XML

統合FHIR変換

⽇循SEAMAT

FHIRサーバ
FRUCTtoS

FHIR

SS-MIX2標準化
ストレージ

FHIR 

電⼦カルテ

JASPEHRテンプレート

匿名化管理
送信システム

FHIR

2次利⽤クラウド
プラットフォーム

レセプト固有

HL7v2.5

FHIR

⽇々レセプトデータ

院内部⾨システムと電⼦カルテからの多様な出⼒形式
HL7CDA-XML、SEAMAT-XML、FHIR-JSON
ベンダー固有CSV、レセプト、HL7v2.5

FHIRリソース形式
（DiagnosticReport、Observation
Patient、MedicationRequestなど）

FHIR
サーバ

院内サブシステム
・医療⽂書作成
・研究⽤データ作成
・医療安全注意喚起 など
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統合FHIR変換アダプタ (OCTFHIR)

A社・放射線読影レポート⽤マッピング設定

A社・放射線読影レポートFHIRドキュメント仕様（各要素はJP-Core準拠）

A社・放射線読影レポート A社・ FHIR
放射線読影レポート

変換エンジン

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止



内閣府SIP3 ーD3 （研究代表者︓澤 智博@NeXEHRS,帝京⼤学）

FHIRネイティブ僻地電子カルテHeXEHRSの開発

◆独⾃性
FHIRリソースにより全情報を管理
FHIR標準準拠
画⾯・機能のライブラリ化
機能着脱型モデル（API）

◆先進性
マルチクラウド・マルチテナント型
クラウドネイティブサービス

◆社会的意義
知⾒：規格・技術公開による技術・産業貢献
産業：API連携による関連製品の市場参⼊
データ：標準化された医療データの⽣成・活⽤

のエコサイクル構築
◆国際性

FHIR（技術）での連携：国際的なソフトウエ
アモジュールライブラリを広く活⽤

FHIR（データ）での連携：デジタルツインに
FHIR形式でデータを提供可能

FHIR ネイティブエコシステム

FHIR
画⾯・機能
ライブラリ

FHIR
デジタル
ツイン

FHIR
構造化

診療データ

FHIR
API連携

医療ソフトウエア

HeXEHRS
を⽤いる
僻地診療

FHIR
PHRアプリ
市⺠活⽤

医療者が参加可能
共有化・多様性対応

多様なPHR連携

⽇常の診療記録は
ダイレクトに
FHIRデータ化

診療記録をデジタ
ルツインで活⽤

産業の参⼊が
容易に
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Patient
(患者情報)

Questionnaire
Response

(カルテ記事データ)

Questionnaire
(テンプレート)

Observation
(患者プロフィール)

AllergyIntorelance
(アレルギー/薬剤禁忌)

Condition
(病名/プロブレム)

Encounter
(外来診察)

Questionnaire
(カルテ記事画⾯)

Observation
(検査結果項⽬)

Observation
(患者プロフィール)

Encounter
(外来診察)

Communication?

MedicationRequest
(薬剤情報)

FHIRリソースと電⼦カルテ画⾯の関係（抜粋）
SIP D3 僻地電⼦カルテサービスの開発（HeXEHRS）
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すべてのメニューや選択肢項目を
FHIR Terminology系リソースにより管理

• 施設共通の標準マスター（厚労省／MEDISマスターなど）

• 公共共通FHIR Terminologyサーバで管理

• 施設固有の運用マスター、標準マスターのサブセット（採用薬など）は、施設ごと
FHIR Terminologyサーバで管理

• いずれも、動的にリアルタイム検索する
ことで、選択肢を表示
• FHIR SDCではQuestionnaire.itemに

関連TerminologyServerを記述できる

SIP D3 僻地電⼦カルテサービスの開発（HeXEHRS）

マスター管理の効率化
従来は各医療施設毎に管理してい
た各種マスターデータ（薬剤等）
をクラウドシステムで集約・管理
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FHIRのターミノロジーサーバーを使⽤したマスターアクセス

REST/JSON

Client (LHC-Formベース)

Postgres

Questionnaire-Demo.json

1. Questionnaireのjsonを読
み込む

5. 戻り値のリストが表⽰される

Terminology Server

Terminology Server

POST [base]/CodeSystem/[rid]/$find-matches
{

"resourceType": "Parameters",
"parameter": [ {
"name": "property",

"part": [ {
"name": "code",
"valueCode": "KEN_KANA_1"

}, {
"name": "value",
"valueCode": "オ"

} ]
}

}

HTTP/1.1 200 OK
{

"resourceType": "Parameters",
"parameter": [ {

"name": "match",
"part": [ {

"name": "code",
"valueCoding": {

"code": "10574611",
"display": "2倍オキシフル（院内製

剤）"
}

} ]
}, {

...
4. Parametersリソースとして戻り値
を返す

2. 「薬品名」に⼊⼒した値を検
索条件を含めてターミノロジー
サーバーにリクエストを送信する

3. CodeSystemリソースから、⼊⼒
した⽂字を含む薬品を取得する

CodeSystem.concept.propertyに
読み仮名を登録しておく
.code="KEN_KANA_1"
.valueString="オキシフル..."

SIP D3 僻地電⼦カルテサービスの開発（HeXEHRS）

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引⽤禁⽌



医療DXでのFHIRの利用
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健診結果報告書
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電⼦カルテ情報共有サービス
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JPFHIR Terminologyパッケージ
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感染症届け出 FHIR仕様
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感染症届け出 FHIR仕様
QuestionnaireResposeリソース



FHIR Questionnaireリソースを使⽤した電⼦カルテ⼊⼒テンプレート情報システム
JASPEHR/Structured Data Capture
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FHIR Questionnaireリソースを使⽤した電⼦カルテ⼊⼒テンプレート情報システム
Structured Data Capture JASPEHR/Structured Data Captureを

SIP D1プロジェクト、D3 僻地診療所電⼦カルテHeXEHRSで採⽤している。



ご清聴ありがとうございました

Copyright(c)2025 Kazuhiko Ohe. 無断転載・引用禁止


